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市
で
は
、
昨
年　

月
、
「
町
田
市
子

１１

ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議
会
」
（
会

長　

森
田
明
美
東
洋
大
学
社
会
学
部
教

授
）
を
設
置
し
、
本
年　

月
の
答
申
に

１０

向
け
て
審
議
し
て
い
ま
す
。
「
町
田
市

子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
将
来

の
町
田
市
を
支
え
る
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
つ
た
め
に
、
子
ど
も
や
家
族
に
関

す
る
施
策
の
基
本
的
方
向
性
を
示
す
も

の
で
す
。

　

審
議
会
で
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た

結
果
「
町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
（
案
）
」
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

よ
り
、
詳
細
な
内
容
を
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
子
ど
も
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
８
７

６

［基　本　目　標］
　基本理念を実現するために、３つ
の基本目標を掲げました。

○
対
象
年
齢　

出
産
前
〜　

歳
１８

　●
 

子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
町
田

市
に
お
け
る
子
ど
も
施
策
の
基
本
計
画

と
し
て
策
定
し
ま
す
。

　●
 

計
画
は
、
２
０
０
３
年
７
月
に
制
定

さ
れ
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

　●
 

２
０
０
５
年
度
を
初
年
度
と
す
る
、

　

年
計
画
と
し
ま
す
。

１０
　

行
動
計
画
部
分
は
、
５
年
ご
と
に
必

要
な
見
直
し
を
し
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
参
加
・
意
見
表
明
す
る

こ
と
で
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
の

思
い
を
実
現
す
る
こ
と
を
体
験
し
ま

す
。

　

子
ど
も
の
状
況
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
に
は
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
に
、

安
心
感
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

大
人
の
責
任
と
し
て
子
ど
も
へ
の
関

わ
り
方
を
見
直
し
、
大
人
中
心
の
暮
ら

し
や
社
会
の
価
値
を
子
ど
も
主
体
に

創
り
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

【
子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
り
出
す
】

【
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
】

〔
募
集
期
間
〕　

９
月　

日
ま
で

１５

〔
ご
意
見
提
出
方
法
〕

○
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
町
田
市
子

ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
ご
意
見
募

集
用
電
子
メ
ー
ル
で

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
子
ど
も
総
務
課
（
6
７
２

４
・
１
１
８
９
）
へ

○
郵
送
で
子
ど
も
総
務
課
（
〒　

－

８

１９４

５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

）
へ

２０

２３

○
文
書
で
子
ど
も
総
務
課
窓
口
に
て
提

出※
案
件
名
と
し
て
「
町
田
市
子
ど
も
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
に
つ
い
て
」
と
ご
記

入
下
さ
い
。
特
定
の
書
式
は
定
め
て
い

ま
せ
ん
。
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
も
任

意
で
す
。

【
注
意
事
項
】

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

※
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

※
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、
特
定

の
団
体
・
個
人
等
に
対
す
る
誹
謗
中

傷
が
含
ま
れ
る
も
の
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

 基本目標３ 
　子どもが地域の中で大切にされている。

１．人と人が関わりつながる場をつくる
（家庭・施設・学校・地域・行政の協働）

２．一人ひとりに情報が確実に届く
３．みんなで安全・安心のまちをつくる

 基本目標２ 
　子どもが安らいでいる家族があり、

家族が地域とつながっている。

１．親になる力を身につける
２．親が働くことを支える
３．きめ細やかな支援が必要な家族を

支える

 基本目標１ 
　子どもが健やかに育ち一人ひとり自

分の中に光るものを持っている。

１．子どもの遊びや体験が大切にされ、
主体的に参加し意見表明できる

２．大人になっていく力をつける。
（市民性の形成を育む）

地
域
の
中
で
家
族
を
孤

立
さ
せ
な
い
視
点

市
民（
子
ど
も
と
大
人
）

と
行
政
の
協
働
を
進
め

る
視
点

　

子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
自
ら
の
子
育

て
で
初
め
て
体
験
す
る
親
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
親
と
し
て

の
自
覚
や
知
識
・
技
術
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
前
提
に
支
援
が
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
が
、
現
代
の
子
育
て
に
は
子
ど
も

が
成
長
す
る
と
き
、
親
も
新
た
な
体
験

を
積
み
重
ね
、
共
に
成
長
し
て
い
く
視

点
が
必
要
で
す
。

　

子
育
て
ス
タ
ー
ト
期
を
大
切
に
し
、

子
ど
も
も
親
も
地
域
の
人
々
も
子
ど
も

を
通
し
て
、
成
長
し
合
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

子
ど
も
は
一
人
の
市
民
で
す
。
子
ど

も
に
は
、
自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
こ

と
が
で
き
、
決
定
に
参
画
す
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
自
ら
が
考
え
行
動

し
、
他
者
と
関
わ
り
な
が
ら
成
長
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
へ
の
権
利
侵
害
が
起

き
た
場
合
の
救
済
や
、
や
り
直
し
の
機

会
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
相
互
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
市
民
と
し
て
現
在
と
未
来
を

一
緒
に
創
っ
て
い
く
と
い
う
視
点
が
必

要
で
す
。

　

子
育
て
の
主
体
は
家
族
に
あ
り
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
家
族
の
中
で
解
決
で

き
な
い
時
や
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
、
さ

り
げ
な
く
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
き
な
力
に
な
る

も
の
で
す
。
一
方
で
、
子
育
て
観
、
生

活
観
な
ど
の
多
様
化
に
よ
り
、
地
域
と

の
結
び
つ
き
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

子
育
て
の
支
え
合
い
の
で
き
る
柔
軟
な

地
域
活
動
を
創
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
に
関
わ
る
こ
と
は
、
子
ど
も

と
大
人
が
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
行
政
が
や
る
べ
き

こ
と
と
市
民
が
で
き
る
こ
と
の
分
担
と

協
働
を
協
議
し
、
お
互
い
に
責
任
を
持

っ
て
事
業
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

子
ど
も
と
大
人
が
協
働
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
事
者
の
視
点
が
明
確
に
な

り
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
施
策
や
活

動
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

4 3

子
ど
も
と
親
が
共
に
成

長
す
る
視
点

2

第
８
条
第
１
項
に
基
づ
く
町
田
市
の
行

動
計
画
も
含
む
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児
連
れ

で
の
外
出
支
援
を
目
的
に
、
町
田
市
バ

リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
町
田
市
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
中
心
に
約

２
年
間
の
調
査
・
検
討
を
得
て
、
市
の

補
助
事
業
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
町
田
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
友
の
会
が
運
営
を
行
い

ま
す
。　
　

　

み
ん
な
の
ト
イ
レ
�
が
あ
る
施
設
を

基
本
に
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲

載
施
設
は
交
通
・
移
動　

件
、
買
い
物

３０

　

件
、
飲
食　

件
、
サ
ー
ビ
ス　

件
、

３４

１１

１０

娯
楽
８
件
、
医
療　

件
、
福
祉　

件
、

３２

４９

子
ど
も　

件
、
集
会
施
設
・
冠
婚
葬
祭

３４

　

件
、
学
校
８
件
、
公
共
施
設　

件

１２

７８

で
す
。
さ
ら
に
、
市
の
指
定
避
難
場
所

１
０
２
か
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

７
月　

日
に
運
営
が
開
始
さ
れ
、
８

２１

月　

日
に
運
営
団
体
が
市
長
に
報
告
を

１３
行
い
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
先
駆
的
な

事
業
で
あ
り
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

（注）

の
協
働
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
市
民
に

利
用
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
左
記
の

通
り
で
す
。
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
接
続
（
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
↓
福

祉
↓
地
域
福
祉
↓
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
）
で
き
ま
す
。（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

b
a
rrie
rfre
e
－
m
a
c
h
id
a
.c
o
m

）

　

市
で
は
、
森
野
二
丁
目
へ
の
本
庁
舎

移
転
に
向
け
、
新
庁
舎
の
基
本
設
計
を

行
う
際
に
指
針
と
な
る
新
庁
舎
建
設
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
基
本
計

画
策
定
に
向
け
て
は
、
市
民
意
見
の
反

映
、
市
民
参
加
の
一
環
と
し
て
、
市
民

部
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
第
１
回

市
民
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
部
会
は
、
各
種
団
体
代
表
と

公
募
市
民
で
構
成
さ
れ
、
テ
ー
マ
ご
と

に
、
施
設
分
科
会
、
市
民
利
用
分
科

会
、
ま
ち
づ
く
り
分
科
会
と
い
う
３
つ

の
分
科
会
（
各　

人
）
に
分
か
れ
て
検

１０

討
を
行
い
ま
す
。
分
科
会
ご
と
の
検
討

結
果
は
市
民
案
と
し
て
報
告
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

２
０
０
４
年　

月
ま
で
に
全
９
回
の

１２

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
全
て
の
審
議

を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
事

要
旨
と
会
議
資
料
は
、
市
政
情
報
課
に

お
い
て
公
開
し
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

町田市新庁舎町田市新庁舎�
建設基本計画建設基本計画�
策 定 委 員 会策 定 委 員 会 �
市民部会を設置市民部会を設置�

町田市新庁舎�
建設基本計画�
策 定 委 員 会�
市民部会を設置�

本
日
の
新
聞
に
は
「
ま
ち
だ
の
教
育
」
が

折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

○
会
期　

９
月
７
日
（
火
）
〜　

月
７

１１

日
（
日
）

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
（
入
館
無
料
）

３０○
休
館
日　

月
曜
日
（
９
月　

日
開

２０

館
、　

日
休
館
、　

月　

日
開
館
、　

２１

１０

１１

１２

日
休
館
）

〈
講
演
会
〉

○
日
時　

９
月　

日
（
日
）
午
後
２
時

１９

〜
３
時　

分
３０

○
演
題　

岩
田
藤
七
・
久
利
を
語
る

○
講
師　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
客
員
教

授
・
岩
田
糸
子
氏

○
会
場　

市
立
博
物
館

講
堂
（
入
場
無
料
）

○
作
品
解
説　
　

月
２

１０

日
（
土
）
、　

月　

日

１０

２３

（
土
）
午
後
２
時
〜
３

時□問
 

市
立
博
物
館
11
７
２

６
・
１
５
３
１

　

日
本
の
近
現
代
ガ
ラ
ス
を
導
い
て
き

た
、
岩
田
ガ
ラ
ス
の
世
界
を
ご
鑑
賞
下

さ
い
。

岩田ガラスの世界�

市立博物館市立博物館�

旧岩田工芸硝子（株）�
寄贈記念�

－藤七・久利・糸子－－藤七・久利・糸子－�

岩田ガラスの世界�

市立博物館�

旧岩田工芸硝子（株）�
寄贈記念�

－藤七・久利・糸子－�

花
器
（
１
９
８
６
年 

岩
田
久
利
作 

口
径　
　
 

高
さ　
　

）

３０
cm

６１
cm

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

権
利
実
現
の
視
点

1 計
画
の
基
本
的
視
点

基

本

理

念

計
画
の
位
置
づ
け

計

画

期

間

　

運
営
団
体
の
連
絡
先
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

町
田
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
友
の
会
11
７
２

１
・
５
７
２
１
、
6
７
２
１
・
６
６
０

５□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

注　

み
ん
な
の
ト
イ
レ
は
、
車
い
す
使

用
者
を
始
め
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
・

乳
幼
児
連
れ
等
の
み
ん
な
が
利
用
で
き

る
大
き
さ
・
機
能
・
設
備
等
が
あ
る
ト

イ
レ
を
言
い
ま
す
。
施
設
に
よ
り
、
介

助
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。


